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第1章　計画の策定に当たって

1.策定の趣旨

花巻市は平成1 8年1月1日に花巻市､大迫町､石鳥谷町､東和町の1市3町

が合併し､新しい市として発足しました｡

新しい花巻市の将来像は｢早池峰の風薫る　安らぎと活力にみちた　イ--ト
-ブはなまき｣であり､この将来像を実現するために重要な柱となる《人材育成》

について､本市教育の進むべき方向と､これを実現するための基本的な施策と目

標を明らかにするため､本計画を策定するものです｡

2.計画の性格と位置づけ

この計画は､長期的な展望に立ち､本市の教育振興の方向と目標及びこれらを

達成するための基本的な行政施策と事業を総合的に明らかにするものであり､花

巻市総合計画の教育部門の具体的な内容を示し､総合計画との連携のもと一体的

に運用されるものです｡

3.計画期間

計画期間は､平成1 9年度から平成2 7年度の9年間とします｡

4.計画策走の基本姿勢

計画策定に当たっては､時代の潮流を的確に捉えながら､次の5点を基本姿勢

とします｡

(1)具体性･実効性のある計画つくり

市民に分かりやすい表現を用いながら､施策の目標と指標を明示し､各年

度の事業目標を明確にする具体的で実効性のある計画とします｡

(2)地域の特長を生かした計画つくり

合併後の各地域にはそれぞれの歴史と伝統に根ざした特長ある教育が展開

されていることから､これらを受け継ぎ長所を生かす計画とします｡

(3)住民の参画と協働による計画づくり

計画の実効を期するために､策定段階から住民や現場など各方面の参画を

いただき､ご意見を生かしながら協働で作り上げる計画とします0

(4)行政･学校･地域･家庭の役割分担と連携を明確化する計画つくり

行政や学校のみならず､地域や家庭の協力が教育振興の大きな力となるこ
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とから､その役割分担と連携が明らかになる計画とします｡

(5)国の教育改革の方向を踏まえ長期的展望に立った計画つくり

国の取り組む教育改革の方向を見極めつつ､本市の地域特性に即した施策

の構築を図ることが肝要であり､長期的な運用に耐えうる計画とします｡

第2章　本市教育をめぐる現状と課題

1.新しい花巻市のまちづくりにおける教育の役割

◆　平成1 8年1月1日に花巻市､大迫町､石鳥谷町､東和町が合併して発足し

た花巻市は､市総合計画の中で､将来都市像として『早池峰の風薫る安らぎと

活力にみちたイ--ト-ブはなまき』を掲げ､まちづくりの基本理念の一つに

｢強くて優しいまちづくり｣をあげています｡

◆　これは､経済と財政の基盤が堅固な､力強い都市を築くため､産業の振興と

未来を担う人材の育成に力を注ぐことが必要であることをうたったものであ

り､ ｢人材育成｣を担う教育の役割は､新しい花巻市のまちづくりにおいて極

めて重要なものになっています｡

2.本市教育の特長

◆　本市には小学校26校､中学校12校､計38の学校があり､ 8, 722名

の児童生徒(1 9年5月現在)は､豊かな自然環境はもちろん､先人の築いた

歴史や伝統文化など地域資源を生かした教育環境に恵まれ､地域の方々の温か

い見守りの中ですくすくと育っています｡

◆　それぞれの地域では､伝統芸能の継承や世代間交流､あるいは自然体験や農

業体験学習など､各地域の個性や伝統を生かした教育活動が､学校と地域の連

携･協力のもと積極的に展開されています｡

◆　こうした自主的な取組みと特長を今後とも十分に生かしながら､子どもたち

の健全育成につなげていくことが本市の教育振興にとって大切な基本です｡

3.教育を取り巻く地域社会･環境の変化

◆　一方､少子高齢化の進展やライフスタイルの変化など､昨今の教育を取り巻

く環境の変化は本市においても例外ではありません｡

◆　少子化の状況については､平成9年の児童生徒数が1 0, 729名であり､

10年間で約2, 000名が減少しています｡また10年後の平成29年は約

7, 000名と､さらに1, 700名程度が減少すると予測されています｡こ

うした中､本市では過去2 7年間学校統合が行われておらず､学校の小規模化､
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複式学級化など､子どもたちの学習環境に必ずしも適切とはいえない状況が生

じています｡

◆　また､教育をめぐる様々な問題が全国的に注目を集める中で､本市において

も学力向上をはじめ､いじめや不登校-の対応､子どもの安全対策､さらには

少子化時代における子どもたちの社会性の酒蓑など様々な課題が生じていま

す｡特にも､過疎化､高齢化等により地域コミュニティが弱体化する中で､地

域･家庭の教育力の低下に歯止めをかけ､家庭が子どもたちの真の安らぎの場

になれるよう､学校､地域､家庭が一体となった努力が必要となっています｡

4.国等の教育改革の方向

◆　国においては､いじめ問題や学力低下問題など国民の教育に対する関心の高

まりに対応し､ ｢教育再生｣をスローガンに教育改革に取り組んでおり､ 1 8

年1 2月の教育基本法改正に続き､いわゆる教育改革3法を成立させ､教育委

員会の責任体制の充実､学校の指導運営の見直し､教員の資質向上等を内容と

する教育改革を2 0年度から導入することとしています｡

◆　岩手県においても､国の教育改革に対応し､学力向上､キャリア教育や不適

応対策等を柱とする教育施策の推進に取り組んでおり､県独自の少人数指導､

少人数学級の導入や各種相談員､支援員の配置等が行われています0

◆　本市においては､これら国･県等の施策を見極めつつ､本市の教育の実態に

即した施策を実践することが求められています｡

5.市政の動向

◆　本市では合併後､広域化した地域における自主的な地域づくりの推進と､事

務事業の効率化の観点から大幅な組織改革に取り組み､ 1 9年4月から施行し

ています｡

◆　その主な内容は､住民が自ら地域の課題を見つけ解決を考えるための自治の

仕組みづくりとして｢小さな市役所｣構想が導入されたことであり､これまで

の地区公民館を廃止し､新たに市内2 6地区に置かれた地域振興センターで各

種証明等の窓口事務のほか､これまで公民館が担ってきた地域の生涯学習活動

や地域づくりの支援を行うこととなりました｡

◆　これと併せ､従来教育委員会が所管してきた生涯学習にかかる事務が市長部

局に移管されたことから､生涯学習とまちづくり施策との連携を図るとともに､

市長部局と教育委員会の協働のもと､学校教育や社会教育との連携にも意を用

いていく必要があります｡

◆　さらに､市の将来を見通した堅実な財政運営と職員定数の適正化が不可避で

あることから､市の進める行政改革集中プランのもと､教育行政においても各

教育機関や補助執行施設の管理運営方式の見直しなど､継続的な改革に取り組

むことが求められています｡
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第3章　計画の基本指針

1.計画の基本目標と方針

以上の現状と課題を踏まえ､本計画の基本目標を次のとおりとします｡

花巻の子ともたちの将来に幸せを贈る教育の創造

～夢に向かい自らの道を切り拓き､

たくましく生きる人づくりをめざして.-

この目標は､目先のことにとらわれるのではなく､子どもたちが将来社会に出

たときに､一人ひとりが生き抜ける力､幸せになれる力をつけさせることを常に

念頭に置きながら､活力ある教育環境の中で夢を抱き､知･徳･体のバランス良

く､たくましく育つ子ども像･人間像を目指すものです｡

また､この目標の実現に向け､以下の3点を基本的な方針とします0

①　花巻市の教育の歴史と伝統を受け継ぎ､発展させます｡

江戸時代､花巻城下の撲奮(きふん)場では｢文武両道｣の精神の下､武術

に限らず文化芸術でも多くの有為の人材を輩出しました｡また､たくましい商

人気質と進取の気風が町づくりの基礎を築く一方､農山村の風土と暮らしは地

域の杵と｢結い｣の心を培ってきました｡

これら各地域の歴史と伝統は先人から私たらへの贈り物であり､本市の教育

の魂として大切に守り育てていきます｡

②　家庭の愛情としつけを教育の基本とし､地域の力を生かします｡

教育の基本は家庭にあります｡子どもにとって家庭が温かい居場所となり､

人間関係の基本を学べる場所となるよう､家庭教育力の向上を図ります｡ま

た､学校教育に対する地域の惜しみない協力は本市の特長のひとつであり､

これまで以上に地域の力と連携し､教育に生かしていきます｡

③　現場のやる気を信頼し､自立性と活力ある学校を育てます｡

すべての小中学校が､それぞれ校長のリーダーシップのもと､教職員一人

ひとりが意欲を発揮し､笑顔で子どもたらと接することのできる｢元気と活

力にあふれた｣学校をめざします｡また､常に子どもを見つめ保護者と向き
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合い､起きた問題には自信を持って判断し行動する､学校の自立性･独創性

を高めます｡また､幼稚園･保育園を通じた幼児期のしつけと教育が重要で

あり､就学前教育の振興を園ります｡

2.計画の体系

(1)活力と特色ある学校教育の推進

(2)競技･生涯スポーツの推進

(3)創造性豊かな芸術文化の振興

(4)豊かな心を育む生涯学習の推進

以上の4本を施策の柱とし､別紙体系図により計画を推進します｡

第4章　施策別の計画と基本方針

施策ごとの課題､取り組みにかかる基本方針､成果指標及び推進する事業は以下

のとおりとします｡

なお､推進する事業の具体的な内容､目標､年次展開等については､本計画に基

づき別途策定する『教育振興基本計画実施計画』において定めるものとします｡

1.活力と特色ある学校教育の推進

各小中学校がそれぞれの特色と伝統を重んじつつ､市としての新たな教育方針

のもと調和のとれた学校経営､教育指導を進め､ ｢知･徳･体｣のバランスのと

れた人間形成を目指します｡また､幼稚園､保育所を通じた就学前の幼児教育に

力を入れます｡

【成果指標】 糞�僖�7��[23年度] 糞#yD�7��

(D学校生活が充実していると答え 傅ﾃ迭R�小95% 傅ﾃ迭R�

た児童生徒の割合 �(c��R�中94% �(c釘R�

②学習定着度状況調査の到達度 傅ﾃ��R�小80% 傅ﾃ��R�

中75% �(csRR�中75% 

③不登校児童生徒の出現率 傅ﾃ��#bR�小0.20% 傅ﾃ���３�

中2.00% �(c�紊�R�中1.07% 
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(1)教育環境の整備･充実

【課題】

◆　深刻な少子化により一部で学校の小規模化が進み､複式学級化や教員数の

減少により､子どもたちの教科指導､社会性の酒養､集団スポーツや文化活

動等､心身のバランスのとれた発達にとって望ましい教育環境とはいえない

状況になっています｡

◆　一方､市内中心部の学校では児童生徒数の偏りにより､施設設備の不足が

著しい学校と､空き教室等の目立っ学校が生じています｡

◆　学校施設の老朽化や建築基準法の改正により､新耐震基準を満たさない校

舎等の耐震化による安全･安JL､な学校づくりが必要です｡

【取り組み】

◇　学区再編による学校規模の適正化

子どもたちの健やかな成長のために､学校の適正規模を見通しながら､小

規模学校の統廃合と一部区域における学区選択制の導入を視野に入れ､学区

再編により活力ある教育環境の創出を図ります｡

◇　耐窯補強､改築等による安全な学校づくり

耐震調査結果にもとづく耐震改修の実施を基本に､老朽化の著しい学校に

ついては改築､再編の必要な学校については統合整備を進め､一日も早い安

全･快適な教育環境の提供に努めます｡

◇　私学等の振興

多様な就学･就園先の確保のため､私学振興に努めます｡

【具体事業】

学区再編基本構想策定事業､田瀬中学校統合事業､ (仮称)東和小学校建設事

業､学校施設耐震補強事業､中学校校舎等建設事業､幼稚園就園奨励事業､私

学の振興　など

(2)就学前教育の充実

【課題】

◆　小学校に上がる時点で集団生活になじめなかったり､基本的生活習慣が身

についていなかったりする｢小1プロブレム｣が顕著化しており､小学校低

学年の授業や生活指導に困難を来たす事例が生じています｡

◆　一方で､少子化や親の就労形態の変化等に伴い､幼稚園､保育園の定数の

充足状況に不均衡が生じており､教育環境､保育環境の格差が見られます｡

【取り組み】

◇　就学前教育プログラムの推進

幼児教育は義務教育の基礎であり人生の重要な土台であることから､幼稚
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園･保育園を通じた就学前教育の充実を図るため､市長部局と連携し､幼保
一元化等の検討を含め､就学前教育プログラムの策定と運用に取り組みます｡

◇　家庭教育の向上支援

幼児教育は､家庭における教育こそが基本であることから､家庭教育の重

要性やしつけの指針などの啓発により､保護者の理解をより深めるとともに､

幼稚園等における子育て相談機能の充実など､実効ある支援を行います｡

【具体事業】

就学前教育推進事業､就学前教育プログラム策定事業､幼保小連携事業､家庭

教育学級の開催､こどもセンターにおける子育て支援　など

(3)学力向上の推進

【課題】

◆　1 8年度岩手県学習定着度状況調査によると､本市の小学生の平均到達度

は県平均を若干下回っており､中学生では一部の教科を除き県平均を若干上

回る状況となっています｡

◆　このことから､一人ひとりの子どもに確かな学力を身に着けさせるため､

実態に即した教育課程の工夫改善を図りながら､学力の維持･向上を推進す

ることが必要です｡

◆　国際化､情報化の進行､若者の就業観の変化など､社会経済の状況の変化

に対応した教育が求められています｡

◆　｢読書離れ｣ ｢活字離れ｣が進み､児童生徒の読解力の落ち込み､ ｢学ぶ意

欲｣の低下等が指摘されています｡

【取り組み】

◇　少人数指導等によるきめ細かな授業の充実

｢分かる授業｣の定着を基本に､個性や創造性の伸張を図るため､少人数

指導や少人数学級等による個に応じたきめ細かな指導の充実に努めます｡

◇　教職員の資質向上

教育の質の向上のため､教職員の資質向上に関する研修の充実を図ります｡

◇　｢夢｣をもち自ら学ぶ意欲の育成

小学生のうちから日本の文化はもとより外国の文化に触れたり､パソコン

の活用に慣れたり､地元企業の理解､体験等により職業観を養うなど､将来

の夢の実現に向かって自ら学ぶ意欲と態度を養います｡また､市の奨学金制

度により進学への夢を応援し､将来を担う人材の育成に努めます｡

◇　地域資源を活用した豊かな体験活動の推進

地域の人材や自然､伝統文化等を学校教育に活用しながら､総合学習の時

間等における豊かな体験活動を通し､自ら課題を発見し解決する｢確かな学
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力｣の向上に取り組みます｡

◇　読書活動の普及推進

｢花巻市子ども読書活動推進計画｣にもとづき､学校図書館と市立図書館､

読書ボランティア等の連携により子どもの読書活動を推進し､読解力･表現

力の向上はもとより豊かな情操の育成に努めます｡

【具体事業】
J少人数指導の推進､各校ことの授業研修会､教育研究所研修会､学力拠点形成事

業､起業家教育推進事業､小学校国際理解推進事業､外国青年招致事業､中国語

学習推進事業､情報教育推進事業､奨学育英制度の運用､豊かな体験･学び活動

推進事業､児童生徒表彰事業､子ども読書活動推進事業　など

(4)特別支援教育と学校適応指導の充実

【課題】

◆　LD (学習障害)､ ADHD (注意欠陥多動性障害)等の軽度発達障害児を

含め､障害の多様化と保護者ニーズの多様化が進んでいることから､通常学

級に在籍する特別支援対象児が増加し､学校における受入れ態勢の確保が課

題となっています｡

◆　幼稚園､保育所等においても言葉､行動等の遅れや不安定が目立つ幼児が

増えており､障害等の早期発見､早期対応のための体制確立が必要です｡

◆　不登校の出現率が県平均を上回ってきており､一層の対策強化とともに､

現に不登校状態にある児童生徒-のきめ細かな支援が必要です｡

【取り組み】

◇　特別支援対象児の在籍学級に対する支援

軽度発達障害児や特別支援対象児に対し､一人ひとりの実態に応じた特別

支援教育を進めるため､通常学級に在籍する対象児にかかる支援員の配置を

行います｡

◇　学校全体で取り組む支援体制の整備

対象児の担任をはじめ､学校全体で特別支援教育に取り組むため､校内の

支援体制を整備するとともに､教職員に対し､特別支援に関する専門的な研

修を行います｡

◇　早期発見･早期対応のための体制づくり

障害の早期発見･早期対応のため､幼児ことばの教室を設置するとともに､

教育相談員を含む専門家チームによる巡回相談に取り組みます｡

◇　不登校など学校不適応対策の充実

不登校をはじめとする学校不適応の解消を図るため､学級担任を主体とし

つつ､相談員やカウンセラーの設置により専門的な助言指導を充実するとと

もに､家庭･地域との連携を強化します｡また､不登校児童生徒の学習の場
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を確保し､学校復帰を支援します｡

【異体事業】

ふれあい共育推進事業､特別支援教育推進事業､教育相談事業､幼児ことばの教

室開設事業､学校適応指導事業､風の子ひろば事業　など

(5)地域に開かれた学校づくりと子どもの安全確保

【課題】

◆　家庭環境や保護者の価値観が多様化しつつある状況の下､学校と保護者､

地域が一体となって子どものためにより効果的な教育を行うためには､相互

の信頼関係の強化が求められています｡

◆　開かれた学校づくりを進めるため､外部の視点を取り入れた学校評価の一

層の充実やP TA等との連携協働が必要です｡

◆　一方､登下校中の事故や不審者出没など昨今の学校をめぐる事件の頻発を

受け､子どもの安全確保に対する関心がかつてなく高まっています0

【取り組み】

◇　学校評議員制度の拡充

東和地区､大迫地区で先行導入している学校評議員制度について､ 1 9年

度より市内全校で実施します｡

◇　学校評価制度を活用した学校マネジメントの確立

外部の視点を取り入れた､実効ある学校評価制度のガイドラインを策定し､

早期導入を図ります｡また､学校評価の結果は公表し､保護者や地域の意見

を反映し学校経営に生かしていくなど､学校マネジメントの確立を図ります｡

◇　コミュニティスクールの導入検討

地域の実情に応じ､保護者や住民が学校運営に責任を持って参画する｢学

校運営協議会制度｣ (いわゆる｢コミュニティスクール｣)の導入について前

向きに検討します｡

◇　学校生活の安全確保

地域に開かれ､地域の方の見守りの中で子どもたちが安全にかつ安心して

学校生活を送れるよう､住民の協力によるスクールガードの設置など､登下

校時の見守り体制を整えるとともに､学校における危機管理体制の確立を図

ります｡

【異体事業】

学校評議員設置事業､学校地域連携事業､学校評価制度導入事業､学校へ行こう

週間の設定､コミュニティスクール調査検討､地域くるみの学校安全体制整備推

進事業､危機管理マニュアル等の策定･訓練､　など
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(6)子どもの健全育成と命の大切さを伝える心の教育

【課題】

◆　市内学校の状況は落ち着いているものの､万引きや排梱､不良交友等の問

題行動､いわゆる非行は最近若干増加傾向にあります｡

◆　中でも､携帯電話やインターネットによる交友関係の拡大､サイト利用等

から事件や非行に発展するなど学校だけでは対応しきれない事例も増えてお

り､家庭や関係機関と-体となった防止対策が必要です｡

◆　昨今の社会環境､マスコミ等の影響を背景に､いじめや､その予兆を含め

た子ども同士のトラブルはどの学校にも存在し､命を軽んじる風潮がまった

くないとは言えません｡

【取り組み】

◇　関係機関の連携による非行等の未然防止

市生徒指導連絡協議会を中心に､小中学校､高校､警察､防犯協会等関係

機関が緊密に連携し､事件や非行の未然防止に取り組みます｡

◇　問題行動-の適切な対処

各学校において､校長､教頭はじめ生徒指導主任､担任等によるチームを

組み､日常の情報交換を密にし､家族､地域はもちろん在学青少年指導員､

教育相談員等の力も活用しながら､問題行動-の対応を図りますo

また､情報サイトを通じ性犯罪に巻き込まれる等の例も増えていることか

ら､情報化社会における適切なモラル教育､さらに性教育など､自分を大切

にし行動に責任を持つよう指導を行います｡

◇　いじめを許さない心の教育の充実

いじめはどの学校にも起こりうるという認識､そしていじめられる子ども

の側に立ち､絶対に許さないとの認識の下､各学校においていじめの前兆を

見逃さないよう積極的な生徒指導を行うとともに､日常の教育活動全般を通

じて命の大切さを伝え､善悪の判断､思いやりなど､豊かな心を育むための

心の教育に取り組みます｡

◇　生徒会活動の活発化-の支援

児童生徒が自分たちの学校生活を明るく､充実させるために取り組む生徒

会活動等が活発化するよう､活動機会の提供や紹介､広報等を通じて支援し

ます｡

【具体事業】

生徒指導連絡協議会事業､教育相談事業､いじめ実態調査､道徳授業の充実､豊

かな体験･豊かな学び活動推進事業(再掲)　など

(7)健やかでたくましい体づくり

【課題】

◆　生活形態の変化や外遊びの機会の減少など､子どもたちの体力低下が懸念
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されています｡

◆　学校のクラブ活動も､少子化を背景に種目の制限､活力の低下が懸念され

ています｡

◆　一方で､食生活の乱れやテレビゲームの浸透､夜更かしの傾向など､子ど

もたちの生活習慣にも課題が生じています｡

【取り組み】

◇　体力･運動能力の向上

体力･運動能力の実態把握を行いながら､一人ひとりの能力や適性に応じ

た体育の授業充実を図るとともに､外遊びを通した体力向上に努めます｡ま

た､関係機関･団体と連携し､市内の児童生徒が切礎琢磨しあう機会を増や

します｡

◇　クラブ活動の振興

少子化や教師､子どもの多忙感等､クラブ活動の現状を検証し､好きな種

目にじっくりと取り組めるクラブ活動のあり方について多角的に検討します｡

◇　食青など健康教育の充実

子どもたちが充実した学校生活を送るためには､家庭における生活習慣の

確立､特にもしっかりした食習慣が重要であり､学校給食を通じた食育指導

の充実を図るとともに､ ｢早寝･早起き･朝ごほん｣を合言葉に､家庭教育並

びに関係機関との連携のもと健康教育に取り組みます｡

【具体事業】

新体カテスト､体育の授業研修会､小学校体育連盟･中学校体育連盟事業､市内

陸上記録会､水泳記録会等の開催､学校給食の地産地消の推進､食青の推進､学

校保健会事業　など

2.競技･生涯スポーツの推進

花巻の教育には元来｢文武両道｣の良き伝統があります｡スポーツは､たく

ましい体づくりと体力向上はもちろん､座学では養えない集団の中での社会性､

礼節等を身に付ける営みでもあります｡

本市では､合併により多くの特色ある体育施設に恵まれたことから､これらの

有効活用と市民のスポーツ活動の支援を通じ､元気でたくましい子どもたちと生

涯にわたって健康でスポーツに親しむ市民の育成を目指します｡

【成果指標】 糞�僖�7��[23年度] 糞#yD�7��

(DEjごろからスポーツに取り組ん 鼎2R�45% 鉄�R�

でいる市民の割合 �� ��

②県民体育大会の入賞数 �3Xﾈ��40件 鼎Xﾈ��

(ベスト4以上) �� ��

-　日　-



(1)生涯スポーツ･レクリエーションの推進

【課題】

◆　多様化･高度化する市民のスポーツニーズに応え､誰もが生涯のそれぞれ

の段階にわたって､生きがいや健康づくりなどの目的で気軽にスポーツを楽

しむことができる環境づくりが求められています｡

◆　そのため､生涯スポーツの普及や指導者の養成､また地域のスポーツ活動

団体の支援等が課題となっています｡

【取り組み】

◇　身近な地域に根ざしたスポーツ活動の推進

本市ではスポーツ少年団活動や早起きマラソンなど､地域に根ざした生涯

スポーツ活動が定着しており､ウオーキングを取り入れるなど地域の実態に

合わせた工夫改善を加えながら､引き続き推進していきます｡

また､総合型地域スポーツクラブを導入し､多世代･多種目のスポーツに

市民が気軽に参加できる環境の整備を推進します｡

◇　ニュースポーツ･レクリエーション等の普及

｢はなまきスポレクフェスタ｣など各種イベント､大会の開催等をはじめ､

気軽に親しめるニュースポーツ等の普及に努めます｡

◇　生涯スポーツ活動にかかる指導者の育成

市体育協会､生涯スポーツ推進協議会､体育指導員協議会等､関係機関､

団体等と連携し､ライフステージに応じたスポーツ活動を主体的･継続的に

行うための指導者の育成や活動機会の提供等を進めます｡

【異体事業】

早起きマラソン開催事業､総合型地域スポーツクラブ育成事業､はなまきスポレ

クフェスタ開催事業､学校体育施設開放事業､各種スポーツ教室･イベントの開

催､スポーツ団体育成事業､スポーツ･レクリエーション指導音義成講座　など

(2)多様なスポ-ツに対応できる体育施設環境の整備･提供

【課題】

◆　本市はスポーツキャンプむら､鉛温泉スキー場､石鳥谷アイスアリーナ､

東和B&G海洋センターなど､多数の特色ある体育施設を有していますが､

積極的な有効活用策とともに､管理運営の効率化と老朽化等-の対応が課題

です｡

◆　また､市内外-のアピールにより利用促進に努めることが必要です｡

【取り組み】

◇　体育施設の管理運営の合理化

これら体育施設の相互の連携を保ちつつ､指定管理者制度の導入をはじめ
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民間活力を活用した効率的な運営と機能のアピールに努め､利用促進を図る

とともに市民へ充実したスポーツ環境を提供していきます｡

◇　体育施設の整備充実

地区体育館の整備とともに､日居城野運動公園陸上競技場や総合体育館､

市民プール等､必要な改修整備を進めます｡また､総合的スポーツ施設の整

備に向けた調査検討を進めます｡

【異体事業】

指定管理者制度の導入と改善､利用者･競技団体等と連携した活用P Rの推進､

(仮称)花北地区体育館建設事業　など

(3)競技スポーツのレベルアップ

【課題】

◆　本市は多数の特色ある体育施設を有するほか､全国有数の温泉宿泊施設と

高速交通網の利便性に恵まれ､全国規模のスポーツ大会も数多く開催されて

おり､市民の競技力の向上につなげることが求められています｡

◆　小中学校においては少子化の影響によるクラブ活動の活力低下が懸念され

ています｡

【取り組み】

◇　高い競技技術にふれる機会の充実と指導者の養成

今後も地域特性を生かしてハイレベルな大会や合宿を誘致し､市民の交流

を通じて競技技術を習得する機会を創出するとともに､専門的知識･技能を

有する競技スポーツの指導者養成に努めます｡

◇　市民の大会参加等に対する支援

各種大会の開催や､県･全国大会等-の市民の派遣に対し支援を行い､競

技力の向上を図ります｡

◇　小中高校から一貫した競技力向上体制の整備

関係団体との連携のもと､小中学校や高校､大学における一貫した指導体

制の強化と確立を図ります｡またスポーツ医･科学体制の整備にも取り組み､

競技スポーツのレベルアップに努めます｡

【具体事業】

トレーニングキャンプふれあい事業､各種合宿等の誘致､東北3県インターハイ

開催支援事業､各種大会等派遣助成事業　など
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3.創造性豊かな芸術文化の振興

本市は宮沢賢治や寓鉄五郎など多くの先人を輩出するとともに､早池峰神楽な

どの郷土芸能をはじめ､県内でも有数の文化財に恵まれています｡
一方､合併により新たな観光周遊ルートの開発など､観光産業を核としたまち

づくりが課題となっており､観光サイドとのリンクによる文化財の有効活用等も

求められています｡

【成果指標】 糞�僖�7�ｳ#9D�7�ｳ#yD�7��

①日ごろから芸術文化活動に親しんで ��bS#�S#RR�

いる市民の割合 ��

②地域の歴史や文化に触れている市民 鼎RSC担S�R�

の割合 ��

(1)芸術文化活動の支援の充実

【課題】

◆　市民が生涯学習の-環として､より豊かな､生きがいある人生を送るため

に自主的に行う芸術文化活動の振興が求められています｡

◆　文化会館の自主企画等の充実により､より多くの市民に芸術文化に触れる

機会を提供することが求められます｡

【取り組み】

◇　活動環境の整備充実

市民の行う芸術文化活動に対し､行政として活動環境の整備や発表の機会

の提供､さらに専門的な助言などを通じて支援の充実を図ります｡

◇　芸術文化に触れる機会の充実

文化会館の施設設備の改修等を図るとともに､運営の充実に努め､各種企

画の展開を図ります｡

◇　地域主体の文化芸術イベントの支援

各地域が取り組む芸術文化イベント等を支援します｡

【異体事業】

芸術文化推進事業､市民芸術祭の開催､芸術文化協会実施事業への支援､文化

会館自主事業､小中学生鑑賞教室事業､文化会館楽屋改築整備事業､街かど美

術館開催事業､文化施設整備の検討　など

(2)先人に学ぶ郷土文化の継承と全国発信

【課題】

◆　本市は宮沢賢治､寓鉄五郎など多くの先人を輩出しており､その偉業を顕
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彰し全国-情報発信するための一層の工夫が必要です｡

◆　各記念館等の入館者数は減少傾向にあり､相互の連携を図りながら､より

集客力アップのための事業展開が求められています｡

【取り組み】

◇　各記念館等の企画充実による一層の利用向上

各記念館の相互の連携と機能分担を図りつつ､より魅力的かつ集客力の高

い企画展等に取り組むとともに､運営体制を見直し､観光部門との連携によ

るアピールカの強化を進めます｡

◇　市民等-の普及事業の充実

次代を担う子どもたちをはじめ市民､来訪者に郷土の歴史･文化に対する

関心と誇りを高めていただくため､広く先人の偉業を広報PRするとともに､

図書館や学校教育との連携も進め､副読本の活用など児童生徒を対象とする

普及事業に取り組みます｡

【具体事業】

企画展示事業(宮沢賢治記念館､イ-ハト-フ館､花巻新渡戸記念館､寓鉄五

郎記念美術館､ふるさと歴史資料館)､宮沢賢治賞･イ-ハト-プ賞事業､風の

セミナー開催事業､賢治の世界ワークショップ開催事業､寓鉄五郎祭開催事業､

｢あーとつく-るの子どもたち｣開催事業､寓鉄五郎記念美術館改修整備事業､

図書館における先人資料の収集展示､学校副読本の作成配布､ ｢賢治のまちから

～高校生童話大賞｣支援事業　など

(3)文化財の保護と活用

【課題】

◆　本市は県内でも有数の有形･無形文化財を有しており､これを市民共有の

財産として後世に引き継ぐための施策が求められています｡

◆　各種文化財の保護と有効活用が課題であり､特にも郷土芸能等の後継者不

足が懸念されています｡小中学生はもちろん､卒業後の次世代につなげる若

者･成人の参加促進は健全育成､地域づくりの面からも大事な課題です｡

◆　埋蔵文化財の調査､発掘､収蔵等にかかる一連の体制整備が必要です｡

【取り組み】

◇　保護活用にかかる環境整備

文化財の保護活用のため､その内容や価値の周知を図り､案内標示や説明

板の設置改修など環境整備に取り組むとともに､必要な補修については国等

の補助制度に基づき計画的に進めます｡

◇　多様なアプローチによる文化財の活用

文化財の活用については､博物館の運営体制が一元化されたことから､各
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館の特色を生かしつつ機能分担と連携を図り､貴重な文化財の公開展示を行

います｡また､出前講座など市民の生涯学習､地域づくり､さらには観光周

遊ルートに組み込むなど観光振興との連携を一層充実し､市内外からより多

くの方に文化財に触れていただけるよう努めます｡

◇　無形文化財等の保存伝承と後継者育成

郷土芸能等については､それぞれの地域に根ざした形での保存伝承活動を

活動機会の提供等により支えるとともに､後継者不足が顕在化しつつある団

体には､次世代につなげる青少年の参加促進が図られるよう支援を行います｡

◇　埋蔵文化財の適切な管理活用にかかる体制整備

埋蔵文化財については発掘調査､研究､収蔵から展示まで一連の体制の集

約化を進めるため､総合文化財センターの建設に向けて調査検討を進めます｡

【異体事業】

文化財保護事業､企画展示及び教育普及事業(博物館､花巻歴史民俗資料館､苧

池峰山岳博物館､石鳥谷歴史民俗資料館､ふるさと歴史資料館)､市郷土芸能祭､

貢Ji7年郷土芸能伝承活動育成事業､青少年郷土芸能フェスティバル､地域伝統芸

術等保存事業､埋蔵文化財発掘調査事業､ (仮称)総合文化財センター整備事業　な

ど

4.豊かな心を育む生涯学習の推進

市民一人ひとりが個性や能力を発揮しながら､心豊かでより充実した生活を送

ることができる生涯学習社会を実現することが､本市のまちづくりを支え､発展

に導く重要な基盤です｡

そのためには､市民の生き方や価値観の多様化､学習ニーズの高度化という状

況のもと､市民が生涯にわたり自ら主体的に学習でき､その成果が適切に評価さ

れ､社会に還元される環境整備が大切です｡

【成果指標】 糞�僖�7�ｳ#9D�7�ｳ#yD�7��

①学習テーマを持って日ごろ学習に ��bS#RS32R�

取り組んでいる市民の割合 ��

(1)地域主体･住民参画による生涯学習の推進

【課題】

◆　成熟した生涯学習社会に向けて､ ｢与えられる学習｣から｢自ら創る学習｣

への転換が求められており､地域の参画と協働によるニーズ対応型の学習機

会の創出が必要です｡

◆　社会経済の高度化･複雑化を背景に､市民の生涯学習ニーズは多様化して
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おり､特にも高齢化社会-の対応､男女共同参画､国際理解など､市民の世

代や能力､関心に応じた学習機会の創出と情報の提供が求められています｡

◆　学校教育との連携はもとより福祉､環境､観光など多様なまちづくり施策

との連携を図り､学習成果を発揮できる機会の創出が求められています｡

【取り組み】

◇　地域振興センターを核とした身近な生涯学習の推進

住民参画のもと､地域のニーズに応じたきめ細かな生涯学習を推進するた

め､市内2 6カ所の地域振興センターを拠点に､学校教育との連携のもと生

涯学習事業の一層の充実を図ります｡

◇　情報の提供と各種講座の充実

生涯学園都市会館､石鳥谷生涯学習会館等を中心に､生涯学習に関する情

報提供の充実を図るとともに､市民の多様な学習ニーズに応じた各種講座等

の開設に取り組みます｡

◇　民間団体等との連携による生涯学習の支援

団体･グループ等の主体的な学習活動を促進するとともに､専門知識や技

能を持つ市民の活用を図る観点から､生涯学習講師の派遣を行います｡また､

企業や関係機関･団体と連携した専門講座､行政施策の出前講座等の拡充を

図ります｡

◇　国際･国内交流の視点による生涯学習の推進

国際交流･国内交流の担当部門と連携しながら､市民の異文化理解と共生

に関する学習を進めます｡

【異体事業】

振興センター生涯学習事業､ ｢まなび情報J ｢ゆうほう｣発行事業､ふれあい出前

講座､視聴覚教育事業､高齢者講座､市民講座､女性学級､ I T講習開催事業､

生涯学習フェスティバル開催事業､生涯学習講師派遣事業､富士大学花巻市民セ

ミナー開催事業　など

(2)生涯学習環境の整備と充実

【課題】

◆　市民がいっでもどこでも生涯学習活動を行うことができるよう､生涯学習

施設の整備､機能充実が求められています｡

◆　市民の身近な社会教育の場である図書館､博物館等の機能の充実が必要で

す｡

【取り組み】

◇　生涯学習施設の機能充実

生涯学園都市会館や各地域振興センターにおける生涯学習機能の充実を図
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ります｡

◇　生涯学習施設の耐震化等

石鳥谷生涯学習会館の耐震補強事業等に取り組み､市民にとって身近な環

境で学習できる､旧市町単位の生涯学習事業を引き続き推進します｡

◇　図書館等の機能強化

図書館､博物館の体制の一元化に伴い､各館の特色を生かしつつ､管理運

営の見直しと相互連携を図り､市民-のサービス向上と充実した生涯学習環

境の提供に努めます｡また､花巻図書館の改築整備について検討します｡

【異体事業】

(仮称)花北振興センター整備事業､石鳥谷生涯学習会館耐震補強事業､花巻

図書館整備調査検討､図書館管理運営事業　など

(3)地域･家庭の教育力の向上と青少年の健全育成

【課題】

◆　地域の過疎化･高齢化に加え､若い世代の価値観や生活形態の変化を背景

に､近年､地域･家庭の教育力の低下が懸念されています｡

◆　青少年を取り巻く社会環境の悪化により､自己中心的で社会性に欠ける青

少年の増加が問題となっています｡

【取り組み】

◇　地域･家庭の教育力の向上支援

学校教育との密接な関わりのもと､家庭教育の重要性の見直しと啓発､就

学前教育の推進､教育振興運動の推進､さらに放課後子どもプラン事業など

を通して､地域ボランティアの育成と地域･家庭の教育力の向上に取り組み

ます｡

◇　青少年の健全育成のための環境づくり

少年センター､青少年健全育成市民会議等の関係機関､団体と連携し､街

頭補導活動による少年非行防止､フォーラムの開催等を推進し､青少年が健

やかに育つ社会環境づくりを進めます｡

【具体事業】

家庭教育支援事業､就学前教育推進事業､教育振興運動推進事業､放課後子とも

プラン推進事業､フックスタート事業､ふるさとパスポート事業､子ども図書室

運営事業､読書ボランティア育成事業､毒少年健全育成事業､青少年アクティブ

事業　など



第5章　市民とともに歩む教育行政改革への取組み

1.教育委鼻会の機能強化

教育の公平性､民主性を担保する教育委員会制度の本旨を十分に発揮するため､

国の教育改革における教育委員会制度の今後の方向を注視しつつ､教育委員会に

おける審議の活性化を図り､機能強化に努めます｡

2.事務局･機関等の組綾改革

地域住民が自ら創り出す生涯学習活動の推進を図るため､ 1 9年度より生涯学

習事業が市長部局へ移管されたことから､これまで以上に市長部局と教育委員会

の連携に努めます｡

また､ 1 9年度より旧3町の事務所を本庁-一元化するとともに､事務局に新

たに教育部を置き､教育企画部門を充実するなど事務局機能の充実強化を図りま

す｡

さらに､合併後の広大な新市において､市民があまねく文化､スポーツ等の生

涯学習にいそしめる環境づくりを進めるため､各教育機関や施設のあり方を総合

的に見直し､指定管理制度の導入をはじめ管理運営体制の合理化によるコスト縮

減と利用者サービスの向上を図ります｡

3.教育広報･広港の充実

教育委員会としての保護者向け情報紙の発行､教育行政に関する相談や苦情窓

口の設置等に新たに取り組みながら､広聴広報の充実と市民サービスの向上を図

り､開かれた教育行政を推進します｡

第6章　計画の進行管理

1.計画の広報と周知

この計画は､保護者､地域住民はじめ関係機関･団体､さらには教職員と子ど

もたちなど､多くの方々の理解と参画を得て初めて実現可能となるものです｡そ

こで､本計画の内容を分かりやすくPR ･広報し､広く周知するよう努めます｡

2.実施計画の策定と進行管理

本計画を実施するための具体的な事業内容､目標､年次展開等については､別

途｢教育振興基本計画実施計画｣において定めるものとします｡

また､本計画及び実施計画の進捗状況を管理するため､ PDCAサイクルを括
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用した進行管理と評価を行います｡このため､教育振興審議会において計画の実

施状況について評価を行いながら､評価結果の公表に取り組みます｡

①　pl an-　-毎年度事業内容と目標の設定

②　Do･ ･ ･ ･ ･ ･事業の実施

③　ch e c k･ ･ ･成果と進捗度の確認､評価

④　Ac ti on･ ･評価結果の公開､次年度-の見直し



早池峰の風薫る　安らぎと活力にみちたイーハトーブはなまき

徳

･三1■

協力し合う社会
生涯楽しく学ぶ姿
子どもを見守る･支える
民間事業者･ NPOの力

ふるさとを愛し､家族､
友だちを大切にするひと

体を動かす喜びを知
り､健康に努めるひと

年_____塵

教育環境を整える
信頼関係づくり
現場を支える

) 

盈各のチビもたちの将束にせせを贈る教育の創追 ��
～夢に向かい自らの道を切り拓き､たくましく生きる人づくりをめざして～ 



花巻市教育撫興基本什宵の施策体系

【花巻市の
将来都市像】

L教育の基本目棲】　　　　　　【基本方針】 (施策の領域】 【取り組み】

学区再さ引こよる学校夫莞横の適正化

耐Zt補強.改築等による安全な学校つくり

私学等の振興

就学前教育プログラムの推進

家庭教育の向上支援

少人卦指事等によるきめ細かな授業の充実

教科員の牛耳向上

｢夢｣をもち自ら学ぶ書欲の育成

地頭声源を活用した皇かな体t美活動の推進

読書活動の普及推進

特別支援対象児の在籍学級に対する支援

学校全休で取り組む支援体制の整備

早期先見･早期対応のための体制つくり

不登校など学校不適応対策の充実

学校評aE員制度の拡充

学校評価制度を活用した学校マネジメントの確立

コミュニティスクールの導入検討

学校生活の安全確保

閑休耕biIの連携による非行等の未然防止

問題行動への適切な対処

いじめを許さない心の教育の充実

生徒会活12)の活発化への支援

体力.運動能力の向上

クラブ活動の振興

食青など竜康教育の充実

身近な地域に額さしたスポ-ツ活動の推進

ニュースポーツ.レクリエーション等の普及

生涯ス7T(-ツ活動にかかる指等舌の育成

体育施投の管理運営の合理化

休育施設の整備充実

高い競技技輔にふnる機会の充実と指尊者の土成

市民の大会参加等に対する支援

IJ t中高校から-Jtした競技力向上休制の生備

活動碍境の整備充実

芸術文化に触nる横会の充実

地域主体の文化芸術イベントの支捷

各記念正等の企iF充実による-qFの利用向上

市民等への普及事業の充実

保護活用にかかる耳境整備

多様なアプローチによる文化財の悪用

無形文化財等の保存伝票と畿推古育成

浬載文化財の遵tZ)な管理活用にかかる体制整備

地域漬Aセンターを積とした身近な生涯学習の推進

Tr報の提供と各和讃座の充実

民RtIQ)体等との連携による生涯学習の支援

EEl際･国内交流の視点による生涯学習の推進

生涯学習施設の甘能充実

生涯学習施設の耐書化等

田TJf等の廿能強化

地域･家広教育力の向上支漣

青少年の健全育成のためのZg境つくり

-221



順

輩

箭



1.花巻市教育振興基本計画の位置づけ

･学校教育指導指針
･市立小中学校学区再編成等基本方針
t就学前教育プログラム(仮称)

･花巻市スポーツ振興計画

･花巻市芸術文化振興計画(仮称)

･花巻市生涯学習振興計画
･花巻市こども読書活動推進計画



2.花巻市教育振興基本計画策定の基本方針

1.策定の趣旨

花巻市は､平成1 8年1月1日に花巻市､大迫町､石鳥谷町及び東和町の1市

3町が合併し､新しい市として発足しました｡

新しい花巻市の将来像は｢早池峰の風薫る安らぎと活力にみちたイ-ハト-ブ

はなまき｣であり､この将来像を実現するための重要な柱となる　《人材育成》に

ついて､本市教育の進むべき方向と､これを実現するための基本的な施策と目標

を明らかにするため､本計画を策定するものです｡

2.計画の性格と位置づけ

この計画は､教育基本法第1 7条第2項に基づき策定します｡その内容は､長

期的展望に立ち､本市の教育振興の方向と目標及びこれらを達成するための基本

的な行政施策と事業を総合的に明らかにするものであり､花巻市総合計画の教育

部門の具体的な内容を示し､総合計画との連携のもと一体的に運用されるもので

す｡

3.計画期間

平成1 9年度から平成2　7年度までの9年間とします0

4.計画策定の基本姿勢

計画策定に当たっては､時代の潮流を的確に捉えながら､次の5点を基本姿勢

とします｡

(1)具体性･実効性のある計画づく　り

市民に分かりやすい表現を用いながら､施策の目標と指標を明示し､各年度

の事業管理を円滑にする具体的で実効性のある計画としますo

(2)地域の特長を生かした計画づく　り

合併後の各地域にはそれぞれの歴史と伝統に根ざした特長ある教育が展開

されていることから､これらを受け継ぎ長所を生かす計画とします｡

(3)住民の参画と協働による計画づく　り

計画の実効を期するために､策定段階から住民や現場など各方面の参画をい

ただき､ご意見を生かしながら協働で作り上げる計画とします｡

(4)行政･学校･地域･家庭の役割分担と連携を明確化する計画づく　り

行政や学校のみならず､地域や家庭の協力が教育振興の大きな力となること

から､その役割分担と連携が明らかになる計画としますC

(5)国の教育改革の方向を踏まえ長期的展望に立った計画づく　り

国の取り組む教育改革の方向を見極めつつ､本市の地域特性に即した施策の

構築を図ることが肝要であり､長期的な運用に耐え得る計画とします｡

5.計画の体系

(1)活力と特色ある学校教育の推進

(2)競技･生涯スポーツの推進

(3)創造性豊かな文化芸術の振興

(4)豊かな心を育む生涯学習の推進

②



3.花巻市教育振興基本計画策定の経過

平成19年

2月　20　日

6月11日

7月17　日

7月　30　日

8月　6　日

～9月　5　日

10月　4　日

10月　25　日

第1回花巻市教育振興審議会

･委員の委嘱

･花巻市教育振興基本計画の策定について(諮問)

･花巻市の教育をめぐる現状と課題について検討

･計画策定スケジュールについて

第2回花巻市教育振興審議会

･花巻市教育振興基本計画骨子(秦)について審議

校長会からの意見集約

第3回花巻市教育振興審議会
･花巻市教育振興基本計画(原案)について審議

･パブリ　ックコメントの実施について

花巻市教育振興基本計画(原案)に関するパブリ　ック

コメント(意見募集)の実施

提出された意見等をもとに計画案を修正

第4回花巻市教育振興審議会

･花巻市教育振興基本計画(最終案)について検討

･花巻市教育振興基本計画案を答申

花巻市教育委員会議にて審議(承認)

③



4.花巻市教育振興審議会委員名簿

平成19年10月1日現在

職名 侏ｹo��Y9��氏名 

会長 儻域ﾙ�Xｧxﾆ��yYHｻ8��原久雄 

副会長 �Hｪｨ�8ｻ8孜�Xｻｸ暮:��I�仄hｶ8檍檠+r�遠藤紀宏 

委員 �Hｪｨ�8ﾕｩ+x檍檠+r�佐藤正昭 
(若葉小学校校長) 

委員 �Hｪｨ�8ﾕｩ+x檠Yｸ檠+r�松本明良 
(宮野目中学校校長) 

委員 �Hｪｨ�7�D���ﾘx檍檠+r�菊池和幸 
(亀ケ森小学校pTA会長) 

委員 �Hｪｨ�8鍼zyv9'H��ｺhｶ8檍檠+r�照井義彦 
(花巻みなみ.花巻たかき幼稚園園長) 

委員 舒(訷ﾊyzx扎ｪｩfｸﾘ)9乂xﾕｨﾕｩ+r�茎徹 

委員 宙ﾞ��Hｪｨ�9�ﾈ支ｺh檠�ｩk�yﾘ饕�菅崎吉雄 

委員 宙���Hｪｩ�)D陞�8�yﾘ駟+r�瀬川賢孝 
(㈱石のセガワ代表取締役社長) 

委員 �Hｪｨ�9d��ﾉzy]ｸ支�ｺhｶ8檍檠+r�瀬川とも子 
(花巻太陽の子保育園園長) 

委員 �Hｪｨｧy;h4�8�7X益D8轌;�蹴�坂本知新 

委員 �8��ｸ7(�ｸ8�486y�9Uﾂ�武政美紀子 
(㈲武政キクヤ薬局学校薬剤師) 

委員 �8ｸ987(6｢ﾘ����+r�三井信義 

委員 �Hｪｨ�9�ﾘ��ｭ仄hｶ8檍効蹴�藤原くに子 
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5-1.小中学校の児童生徒数の推移

(1)小学校児童数の推移

1 2,000

1 0.000

8.000

6,000

4,000

2.000

0

10,219 

9,0439,0269,3U58,744 

7.807 

6,760 6,132 53且 

S42　　　　S47　　　　S52　　　　S57　　　　S62　　　　H4　　　　　H9　　　　H1 4　　　　H1 9

※H14以前の数値は､合併前の旧市町の児童数の合計です｡

(2)中学校生徒数の推移
-　　-　◆　･　　L L　　　　　　　　"　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　-

L

7,000

6.000

5,000

4. 000

3,000

2.000

1.000

0

~ ~~ ~~~　｢

6.415 

__A旦昼と4Ji2_1 叩■~■~V■■~■~1,L678M"-~ー叩 4,595 

4.329 

3,969 

3,3 �#��2��ィ�

S42　　　　S47　　　　S52　　　　S57　　　　S62　　　　H4　　　　　H9　　　　H1 4　　　　H1 9

※H14以前の数値は､合併前の旧市町の生徒数の合計です｡
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5-2.保育園･幼稚園の園児数の状況

)保育園(市外からの就園児数を除く)H19.5.1現在 
0歳 剴�ﾜ��2歳 �8ﾜ��4歳 店ﾜ霽b�

公 立 �>ﾉg��1 澱�9 ����ll �#C�c��

酉公画… 偵b�10 途�18 �#B�20 塔R�

日居城野 �"�����2�13 �#��8 田b�

湯本 ���7 途�4 ��B�14 鼎r�

宮野旦 �2�8 ����17 ����23 塔��

笹間 �"�7 唐�8 ����13 鼎��

蕩百 �8��R���2�10 �#2�17 都��

太田 �"�47 �9 ����10 鼎"�

大迫 �2�｢8 免ﾂ�16 �#��27 塔b�

P!lllElm【~J~′ー ��1 �"�10 唐�10 �3��

l亀ケ森 ��3; ���5 迭�7 �#��

!小山田 �"�9■ 唐�14 ��r�15 田R�

上瀬 ��5 迭�17 ��"�15 鉄B�

属官 �"�2 途�9 ��2�14 鼎r�

浮田 �� ���4 唐�9 �#"�

田瀬 ���2 釘�4 �"�3 ��b�

≡横川目 �� �� ��1 ���

…鳩岡崎 �� �� ��� ���

二子 �� ��1 ��1 �"�

宮守 ��� ��1 �� �"�

浄法寺 �� �� �� ���

岩泉 �� ���1 �� �"�

法 人 立 �Hｪ｢�4 免ﾆﾂ�12 ����15 ��b�76 

島 釘�12 ��2�ll ��B�18 都"�

二枚橋 ���7 澱�8 ��"�18 鉄"�

若葉 �#�#���#2�16 ����12 ���2�

第二若葉 ����2�����12 �2�6 田2�

睦 鉄R�澱�12 迭�13 鼎b�

矢沢 �"�8 途�13 唐�12 鉄��

めぐみ ���7 �#"�ll ����7 鉄��

松園 途�~■~"1-i ��B�9 ����9 都��

花巻太陽の子 湯�19 ��r�21 ����2p2 ���r�-たかき 釘�4 唐�10 迭�14 鼎R�

卜石鳥谷 迭�9 ��B�21 �#2�1_9 涛��

石高蚕善隣由 釘�8 ��b�13 �3R�36 ���"�

ノ(福■■~`■】~~ �"�4 唐�14 ����23 田��

八重畑 励"�6 免ﾂ�10 ��2�10 鉄"�

新堀 迭�6 湯�16 �#"�13 都��

土沢 迭�13 ����25 ��r�18 礼鈔ﾓ澱�

駒形 ��� �� ��� �"�

前潟 �� ��1 �� ���

聖愛へ●ピーホーム ��1 �� �� ���

一重垂ー ��1 �� �� ���

やは.jtr~､~一一~~~~~ �� ��� �� 停���"�

岩滝 �� ��� ��� 

ハレルヤ �� �� ��� ���

計 �122 �#SR�3471420 �.468 鼎途�2,109 

)幼稚園H19.5.1現在 

0歳 ��ﾜ��2歳l3歳 �4歳l5歳 剏v 

公 立 �Hｪ｢� �� ��62 4 鼎��102 

土沢 � �� �8 ��"�

法 人 �Hｪｨ-ﾘ,�-ﾒ� ��6 �3��39 �3b��___119 

有毒たかき �� ��B�28 �3r�33; ���"�

大谷 �� ����78 冰'��94■ �#ヲ�

湯口天呑.! 剴R�#���#��51 都r�

立 �.H.�,c����8118 �35 鼎#�#R�

中央みのり ��礼�*B�1七 店8��58 ��#��

荏.,音ぎさま �� 澱�24 �#R�14 田��

計0 剴��65 �##B�358 �3Sb�1,003 

㊨



5-3.児童生徒数の状況(平成19年5月1日現在)

区喜 分: 冢r�ｾb�学校名 儿�,ｨｧxｸ��劔劔<�¥ｨ辷�ｧxｸ��俘xﾇb�
児童生徒数 劔劔)xｸ��B�児童 生徒数 �)xｸ��B�児童 生徒数 �)xｸ��B�

1年 �)D��3年 的D鉤'鈬Y-��妬D粨ﾇb�

l 1 l l l l �B�ｪ｢�花巻 �3B�68 田R�42 鉄r�61.327 冤l 迭�2 �33"�13 

若葉 ���R�91 �����80 �����109 田�B�17 25 �#��5 田32��3��CS��22 

桜台 ��S2�134 ��C2�123 ��Sr�114 塔#B�途�2 �27 

南城 塔��83 鉄��90: 田2�69 鼎C2�15 途�2 �17 

湯口 �3r�28 鼎r�3337 �29 �#���8 釘�1 �#�R�9 

前田 迭�4 迭�48 � �#b�3 �� �#b�3 

湯本 鼎2�39 田B�5667 �55; �3#B�12 ���1 �3#R�13 

矢沢 都r�64 都��8379 �76 鼎S��14 迭�2 鼎SR�16 

宮野目 田B�61 田��69 鉄2�53 �3c��12 釘�1 �3cB�13 

太田 �#b�28 �32�28 �#��26 ��s��6 �2�1 ��s2�7 

笹間第- �#��28 �32�24 �#��25 ��S��6 �� ��S��6 3 

笹間第二 迭�1 釘�1 姪B�4 ����3 �� ����

計 田Sr�629 田釘�633 謄c�2�621 �2ﾃ��r�132 田R�17 �2纉�"�149 

小 早 校 ��R�,r�大迫 ����19 ��R�19 姪���32 ��#"�6 �"�1 ��#B�7 

内川日 ��2�17 釘�12 ����9 田R�5 �"�1 田r�6 

外川目 途�7 田ｲ�3 ����9 鼎"�4 �� 鼎"�4 

亀ケ森 �2�9 唐�9 ��2�5 鼎r�6 �� 鼎r�6 

計 鼎��52 �33C2�鉄"�55 �#sb�21 釘�2 �#���23 17 

石 鳥 令 ���+�$｢�88 塔"�7859 �78 塔R�470 ��R�7 �"�477 
廟堀 �#R�23 ����b��#2�34 ��C��6 ���1 ��C��7 7 

八幡 �#b�26 �3��26 �#2��33 ��cB�6 ���1 ��cR�

八重畑 �#��18 ��2�13 �#c#�������6 �� �����6 

計 ��S��149 ��C��l114 ��S��s2�塔コ�33 湯�4 塔釘�37 

土沢 �27 �#B�32 鳴�#"�2823 �156 澱�3 ���159 途�

l成島 浮田 �12 ��R�17 ��2�1713 �87 澱� ��87 澱�

12 途�9 湯�12i9 �58 迭� ��58 迭�

谷内 冤l ��r�13 ��2�13i16 �83 澱� �"�2�83 澱�

田瀬 �"�5 釘�3 釘�2 �#��3 ���#��3 

!小山田 ��2�9 ��b�ll ����14 都2�6 �"�都R�8 

計 都r�77 涛��71 塔B�77 鼎sr�32 迭�鼎�"�35 

合計 �934 涛�r�958 塔c��969 涛#b�5.555 �#���83 �#b�5,638 �#CB�

l l 花 巻 中 早 刮ﾔ巻 ��sB�194182 �/ 梯� 鉄S��15 澱�"���2 鉄Sb�17 

花巻北 ��32�140三134 �/ ��/ 鼎�r�12 �1 鼎���13 

南城 塔R�10090 � ��/ �#sR�9 �1 �#sb�10 

湯口 鼎r�40 �3b� ��/ ����#2�ﾂ�4 ���1 ��#B�5 

湯本 田��83 都�� 梯�/ 鳴�##2�7 �2�1 �##b�8 

;矢沢 都B�79 田b�/ 梯�/ �#���6 �"�1 �##��7 

原野目 田��59 鉄��/ 梯�/ ��ッ�6 �2�2 ��ヲ�8 
≡西南 鉄��68 撞c��ﾂ�/ 梯�/:195 �6 ��9 ��迭�6 

計 都���763 都�b�/ 梯� �"��s��65 �����"��澱�74 8 

大…大迫 �59 鉄��53 梯� ��.162 澱�4 �"�166 

石 ���+�$｢�164 ��cB�163 梯�/ ��491 ��R�4 3 �"�495 ��r�

東 初 し �8ﾉ���79 田R�73 梯� ��217 澱����220 途�
田瀬 ��4 �2� ��- 途�1 �� 途�1 

計 都��69 都b� �- �##B�7 �2�1 �##r�8 

合計 �1.011 ��ﾃ�Cb�998 ��梯�3.055 涛2�29 ��B�3,084 ���r�

⑦


